


必要に応じて、基材（折板、デッキ、コンクリート等）の表面に防湿材を塗布します。

基材または防湿材の上に硬質ウレタンフォームを厚さ10～500mmの範囲で吹き付けます。

硬質ウレタンフォームが安定した後、必要に応じて、硬質ウレタンフォームの表面に防湿材

を塗布します。

硬質ウレタンフォームの表面にタイカ・アロック専用プライマー（アロックシーラーバンダー）

を㎡あたり 50～100ｇ原液にてスプレーやエアレス、ローラー刷毛等で塗布します。

※硬質ウレタンフォームの表面に防湿材を塗布した場合は、プライマー塗布は不要です。

（アロックシーラーバンダーには着色剤を添付しています。必ずアロックシーラーバンダー

に混入してから塗布をしてください。）

プライマーが乾燥後、2 回以上の吹き重ねにてそれぞれの認定条件の下限厚み以上にタ

イカ・アロックをムラ無く吹き付けます。

※1層目は 7mm厚程度とします。

※2層目の塗布は 1層目施工の翌日以降に行ってください。（当日の吹き重ねは禁止）

必要に応じて、コテ押さえ、ローラー押さえを行ってください。



 

 ● 必要に応じて、基材（折板、デッキ、コンクリート等）の表面に防湿材を塗布します。 

 ● 基材または防湿材の上に硬質ウレタンフォームを厚さ 10～500mm の範囲で吹き付けます。 

 ● 硬質ウレタンフォームが安定した後、必要に応じて、硬質ウレタンフォームの表面に防湿材を塗

布します。 

 ● 硬質ウレタンフォームの表面にタイカ・アロック専用のシーラー （アロックシーラーバインダー）

を㎡あたり 50ｇ以上を原液にてスプレーやエアレス、ローラー刷毛等で塗布します。  

※硬質ウレタンフォームの表面に防湿材を塗布した場合は、シーラー塗布は不要です。  

※アロックシーラーバインダーには着色剤を添付しています。必ずアロックシーラーバインダ 

ーに混入してから塗布をしてください。 

（着色したシーラーを塗布することで周囲の仕上げ等を汚損させてしまう場合は、シーラーの着

色は必須としません。ただし、その場合はシーラー乾燥後の確認が困難となるため、シーラー

塗布時は十分に注意してください。） 

 ● シーラーが乾燥後、２回以上の吹き重ねにてそれぞれの認定条件の下限厚み以上にタイカ・アロ

ックを吹付けます。 ※１層目は 7mm 厚程度とします。 

 ● 必要に応じて、コテ押さえ、ローラー押さえを行ってください。 



製品名 区分 タイカ・アロック厚み 基材 認定番号

積水・ソフランウイズ（株） 金属板を除く NM-4656
ソフランR-LSP 金属板 NM-4657

旭有機材（株） 金属板を除く NM-5627
ゼロフロンER-X 金属板 NM-5628

BASF INOACポリウレタン（株） 金属板を除く NM-5649
フォームライト・エコ　EB-6000 金属板 NM-5648

BASF INOACポリウレタン（株） 金属板を除く NM-5651
フォームライト・エコ　HM-6170 金属板 NM-5650

クラボウ 金属板を除く NM-5862
クララフォーム-R 金属板 NM-5863

クラボウ 金属板を除く NM-5755
クララフォーム-R 金属板 NM-5756

日本パフテム（株） 金属板を除く NM-5821
パフピュアーエース 金属板 NM-5822

日本パフテム（株） 金属板を除く NM-5823
パフピュアーエースアールエフ 金属板 NM-5824

アキレス（株） 金属板を除く NM-5084
アキレスエアロンFR-FO(TA) 　 金属板  NM-5085

A種1H 10～25mm

A種1H 12～25mm

A種2H 12～25mm

A種1H 11～25mm

A種2H 11～25mm

A種1H 12～25mm

A種2H 11～25mm

A種2H 11～25mm

A種1H 12～25mm


